
「岩手県スポーツ推進計画」の取組状況について 

 

１ ライフステージに応じて楽しむ生涯スポーツの推進 Ｐ１～11 

⑴ スポーツ参画人口の拡大 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ１ 
・ 生涯スポーツ振興事業 ・ 地域スポーツ推進事業 

・ 地域活性化スポーツ推進事業 ・ 超人スポーツ推進事業 

・ スポーツ医・科学サポート事業  

  

⑵ 子どものスポーツ機会の充実 ～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ３ 
① 学校体育の充実 

・ 「希望郷いわて元気・体力アップ60運動」推進事業 

・ 地区別体力向上担当者研修会 

・ 幼稚園等及び小・中学校体育・保健体育実技等研修会 

・ 高等学校保健体育指導者研修会 ・ 被災地域体力向上支援事業 

・ 武道等指導充実・資質向上支援事業  

・ オリンピック・パラリンピックムーブメント全国展開事業 

  

② 運動部活動の充実 
・ 「岩手県における部活動の在り方に関する方針」の改定 

・ 中学生スポーツ・文化活動に係る研究 ・ 運動部活動指導者研修会 

・ 部活動コーチング研修会 ・ 部活動連絡会等支援事業 

・ いわての学び希望基金被災地生徒運動部活動支援費補助 

・ 岩手県高等学校体育連盟、岩手県中学校体育連盟強化事業 

・ 部活動指導員配置事業 ・ スポーツ特別強化指定校の指定 

・ 地域部活動推進実践研究事業  

  

③ 地域における子どものスポーツ機会の充実 

・ 生涯スポーツ振興事業【再掲】 ・ 地域スポーツ推進事業【再掲】 

・ 地域活性化スポーツ推進事業【再掲】  

  

⑶ 成人のスポーツ機会の充実 ～～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ８ 
・ 生涯スポーツ振興事業【再掲】 ・ 地域スポーツ推進事業【再掲】 

・ 高齢者スポーツ活動振興事業  

  

⑷ スポーツに関わる多様な人材の確保・育成 ～～～～～～～～～～ Ｐ９ 
・ 生涯スポーツ振興事業【再掲】 ・ 地域スポーツ推進事業【再掲】 

・ 地域活性化スポーツ推進事業 ・ スポーツ功労者表彰事業 

・ スポーツ推進プラットフォーム構築事業 

 

⑸ スポーツを楽しむ環境の整備 ～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ10 
・ スポーツ施設管理運営事業 ・ スポーツ施設設備整備事業 

・ 新野球場整備事業 ・ スポーツ大会映像配信事業 

  
 

 

２ 共生社会型スポーツの推進 Ｐ12～14 

⑴ 障がい者スポーツの推進 ～～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ12 
・ 障がい者スポーツ振興事業  

・ スポーツを通じた共生社会づくり推進事業 

  

⑵ 高齢者スポーツの推進 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ13 
・ 高齢者スポーツ活動振興事業【再掲】  

・ スポーツ医・科学サポート事業【再掲】 

  

⑶ スポーツにおける女性の活躍推進 ～～～～～～～～～～～～～ Ｐ14 
・ 生涯スポーツ振興事業【再掲】 ・ 地域スポーツ推進事業【再掲】 

・ スポーツ医・科学サポート事業【再掲】  

 

３ 国際的に活躍する競技スポーツの推進 Ｐ15～22 

⑴ アスリートの発掘・育成 ～～～～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ15 
・ オリンピック選手等育成・強化事業  

・ いわて競技力向上事業 ・ パラリンピック選手等育成・強化事業 

・ スキー全国大会少年種別強化事業 ・ パラアスリート拡張支援事業 

・ 岩手県スポーツ賞表彰  

  

⑵ 競技力向上を支える人材の育成 ～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ18 
・ スポーツ医・科学サポート事業 ・ いわて競技力向上事業 

・ いわて指導者育成事業 ・ 障がい者スポーツ振興事業 

・ パラアスリート拡張支援事業  

  

⑶ 競技力向上を支える環境の整備 ～～～～～～～～～～～～～～ Ｐ21 
・ スポーツ医・科学サポート事業 ・ いわて競技力向上事業 

・ パラアスリート拡張支援事業  

 

４ 地域を活性化させるスポーツの推進 Ｐ23～27 

⑴ 地域の活力につながるスポーツの推進 ～～～～～～～～～～～ Ｐ23 
・ 復興五輪ムーブメント推進事業 ・ ラグビー県いわて推進事業 

・ 地域活性化スポーツ推進事業 ・ スポーツクライミング推進事業 

・ 日本スポーツマスターズ2022開催準備事業 

・ 特別国民体育大会冬季大会スキー競技会開催準備事業 
  

⑵ 経済の活性化につながるスポーツの推進 ～～～～～～～～～～ Ｐ27 
・ 地域活性化スポーツ推進事業 
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１ ライフステージに応じて楽しむ生涯スポーツの推進  
⑴ スポーツ参画人口の拡大 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 
生涯スポーツ 

推進事業 
（生涯スポーツ振興事業） 

 スポーツ教室、スポーツ
イベントの開催や指導者
の育成事業を実施し、県民
誰もが気軽にスポーツを
楽しむ機会の充実を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】（主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2020 

⇒ 10月11日（8,148人参加） 

○ 武道教室（８種目）⇒ 575教室実施 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～３年２月 計11回（321人参加）    等 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、４～６月まで

の教室を延期し、７月から開始 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】 （主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2021 

⇒ 10月10日実施予定 

○ 武道教室（８種目）⇒ 約500教室実施予定 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～４年２月 実施予定         等 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、８～９月の事

業（武道教室やスポーツしNight等）を延期及び中止 
 

 

 ２ 
生涯スポーツ 

推進事業 
（地域スポーツ推進事業） 

総合型地域スポーツク
ラブの創設や育成支援を
通じ、身近な地域でスポー
ツを楽しむ機会の充実を
図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回（県内27市町村延べ60

クラブを訪問予定）による運営の指導・助言 

⇒ 27市町村40クラブを訪問 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会 

⇒ 11月６日（37人参加） 

・ クラブ運営研修会 

⇒ ① 11月27日（オンライン）17人参加 

② ３月５日（オンライン）31人参加 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブとスポーツ少年団・スポーツ指導者等と

の連携による運動部活動や放課後スポーツ活動の機会

創出に関する調査活動（※ 県直営） 

⇒ 11月15日 新潟県燕市視察 他 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回による運営の指導・助言 

（県内33市町村延べ60クラブを訪問予定） 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会（11月５日開催予定） 

・ クラブ運営研修会（12月、２月開催予定） 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブの運営・指導を担う人材の育成 

・ 資格取得支援（６名予定） 

○ 休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る調査を

受け皿となりうる地域スポーツ団体（総合型クラブ・ス

ポーツ少年団等）で実施（８月）【新規】 

 

 ３ 

地域活性化 

スポーツ推進事業 
（トップ・プロスポーツチーム

と連携・協働した地域活性化） 

県内のトップ・プロスポ
ーツチームと連携し、県民
がスポーツを楽しむ機会
を確保する。 

【期 間】 ７月～３月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室  97回、3,370人（３チーム計） 

○ 健康づくり教室 25回、 484人（３チーム計） 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室  72回（３チーム計）実施予定 

○ 健康づくり教室 24回（３チーム計）実施予定 

○ 観戦招待   1,800人（３チーム計）実施予定 

 

 

※ 岩手緊急事態宣言の発令により、8/12～9/16は県営体育施設

の使用停止、県直営事業、委託事業等を中止及び延期 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ４ 
超人スポーツ 

推進事業 

年齢や身体能力、障がい
の有無に関わらず、誰もが
楽しめる競技の考案と普
及を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 過去４年間の取組で考案された超人スポーツ競技をも

とに、超人スポーツの普及に向けたワークショップの開

催（全６回） 

⇒ ７月24日・８月23日・10月25日・11月29日・ 

１月10日・２月28日に県内３市で開催 

⇒ １月10日に超人スポーツ協会から講師を招聘して 

（オンライン講演会）オープンセミナーを開催 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、７月開催予定

のイベントを中止 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ これまで考案された超人スポーツ競技の周知・普及に

向けた体験型ワークショップを県内イベント内で開催

（年４回を想定） 

       ⇒ ７月25日・10月10日・11月３日・12月18日実施予定 

○ 超人スポーツ協会から講師を招聘してオープンセミ

ナーの開催 12月実施予定 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、10

月以降のイベントを中止予定 
 

 

 ５ 
スポーツ医・科学 

サポート事業 
（健康づくり支援事業） 

スポーツ医・科学の知見
に基づくサポートを実施
し、生涯スポーツや健康づ
くりを推進する。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 33回、1,843人参加 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ 30回配信 

○ できるよ おうちで運動 38回掲載 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６月までの事

業を休止し、７月から再開 

※ 運動プログラム動画の紹介「レッツ！ぺっこトレ！！」

を、５月末から定期的に配信 

※ メディアを通じた健康づくり情報提供として、岩手日報

「できるよ おうちで運動」を４月上旬から不定期連載 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 ８回、665人参加（９月16日現在） 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ ５回配信（９月16日現在） 

  （月１回程度配信） 

○ できるよ おうちで運動 ２回掲載（９月16日現在） 

（岩手日報不定期連載） 
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⑵ 子どものスポーツ機会の充実 
① 学校体育の充実 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

「希望郷いわて 

元気・体力アップ 

60運動」推進事業 

 体力向上を目指して、子
供が１日に合わせて60分
以上運動（遊び）やスポー
ツに親しむために、学校等
が家庭・地域と連携して運
動習慣形成に向けた環境
づくりに取り組む。 

【期 日】 通年 

【対 象】 公立幼稚園・小・中・義務教育学校・県立学校 

【内 容】 ○ 県体力・運動能力調査結果個票の配付 

○ 「ステップ8000!」に係る歩数計の貸出 

○ 体力向上取組事例の集積と情報発信 

○ 60運動［ステップ8000!］チャレンジカードの送付 

【期 日】 通年 

【対 象】 公立幼稚園・小・中・義務教育学校・県立学校 

【内 容】 ○ 県体力・運動能力調査結果個票の配付 

○ 「ステップ8000!」に係る歩数計の貸出 

○ 体力向上取組事例の集積と情報発信 

○ 60運動「ステップ8000！」チャレンジカードデータの

送付 

 

【内容変更】 

 ２ 
地区別体力向上 

担当者研修会 

 令和元年度の計画に基
づいて実施している各校
体力向上取組の状況をそ
れぞれ評価し、管内各小・
中・義務教育学校の担当者
による演習や協議等を通
して、各校における今後の
取組改善に資する。 

【期 日】 ８月～９月  

【対 象】 小・義務教育学校の体力向上取組の中心となる教員 

【場 所】 体育館施設付帯の学校等 

【内 容】 体力向上取組に係る協議、実技等の実施 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 ８月～９月  

【対 象】 小・義務教育学校の体力向上取組の中心となる教員 

【場 所】 体育館施設付帯の学校等 

【内 容】 体力向上取組に係る協議、実技等の実施 

 

 

 

 ３ 

幼稚園等及び 

小・中学校 

体育・保健体育 

実技等研修会 

 運動好きの幼児児童生
徒の育成や体力の向上の
ため、健やかな体の育成の
基礎を担う体育・保健体育
科等に係る指導者の指導
力向上に資する。 

【期 日】 ６月２・９・16・23・30日、７月７日 

【対 象】 市町村立学校（幼稚園、小学校、中学校等）の教員 

【場 所】 県営武道館・体育館・屋内温水プール 

【内 容】 講義・演習・実技の実施 

幼児の運動遊び・水泳運動・陸上競技体つくり運動（系）・ 

武道（柔道）・保健 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 ６月７・11・15・22・29日、７月６日 

【対 象】 幼稚園等及び市町村立学校（小学校、中学校等）の教員 

【場 所】 県営武道館・体育館、県総合教育センター 

【内 容】 講義・演習・実技の実施 

幼児の運動遊び、器械運動、表現運動系、球技（ネット型） 

ボール運動系（ネット型）、陸上競技）、保健 

［参加者］ 

幼稚園等教員（希望）15名、小学校教員（希望）６名、 

中学校教員 （希望）31名、高等学校教員（悉皆）65名 

特別支援学校（希望者）６名  合計124名（のべ人数） 

 

 

 ４ 
高等学校保健体育 

指導者研修会 

 調和のとれた体力の向
上を図るための指導方法
を習得し、教員の資質及び
指導力の向上を図る。 

【期 日】 ６月11日（体育科主任研修）、 

６月２、９、16、23、30日、７月７日 

【対 象】 公立高等学校の保健体育科教員 

【場 所】 県営武道館・体育館・屋内温水プール、ビッグルーフ滝沢 

【内 容】 講義・演習・実技の実施 

水泳運動・陸上競技・体つくり運動（系）・武道（柔道）・

保健 

【参加者】 61人 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響により規模縮小（6/11

のみ実施） 
 

【期 日】 ６月４日（体育科主任研修）、 

６月７、11、15、22、29日、７月６日 

【対 象】 公立高等学校の保健体育科教員 

【場 所】 県営武道館・体育館、ビッグルーフ滝沢 

【内 容】 講義・演習・実技の実施 

幼児の運動遊び、器械運動、表現運動系、球技（ネット型） 

ボール運動系（ネット型）、陸上競技）、保健 

【参加者】 66名（体育科主任研修） 

※ 実技研修参加者は「幼・小・中実技研修会」参照 

 

 

 

 

 ５ 
被災地域体力向上 

支援事業 

 東日本大震災津波及び
台風等の影響から、体力向
上に係る課題を抱える学
校を対象に、きめ細やかな
支援を実施することによ
り、当該校の体力向上の推
進を図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 沿岸３地区の小・中・義務教育学校 

【内 容】 体力向上担当者のサポートや、課題改善のための具体的 

な取組を提示するため、指導主事の定期訪問を実施 

（小学校４校で実施） 

【期 日】 通年 

【対 象】 沿岸３地区の小・中・義務教育学校 

【内 容】 体力向上担当者のサポートや、課題改善のための具体的 

な取組を提示するため、指導主事の定期訪問を実施 

（小学校３校で実施） 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

武道等指導充実・資質向上支援事業（スポーツ庁委託事業） 

 １ 

課題の見られる 

領域における 

指導の充実 
・事前研修 

・実践校支援委員会 

・地区別授業改善研修会 

（中・体つくり） 

 体育授業において課題
の見られる運動領域につ
いて、実践校支援委員によ
る授業構想（各地区３人、
年３回程度）、提案授業、
実技研修等を実施する。 

【期 日】 ９月～11月 

【対 象】 中・義務教育学校の保健体育科教員 

【内 容】 実践校支援委員会によるモデル授業の提案及び指導主 

事による講義・実技研修等を実施 

【参加予定者】 151人 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 ９月～11月 

【対 象】 中・義務教育学校の保健体育科教員 

【内 容】 実践校支援委員会によるモデル授業の提案及び指導主 

事による講義・実技研修等を実施 

【参加予定者】 149人（悉皆） 

 

 ２ 
柔道 

指導者研修会 

 柔道の指導歴、研修歴の
ない中学校教員に対して、
講義及び実技研修を実施
し、安全かつ円滑な授業の
実施に資する。 

【期 日】 ８月３日 

【対 象】 希望する中・義務教育学校の保健体育科教員 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 講師による講義及び実技の実施 

【参加者】 15人 

【期 日】 ８月２日 

【対 象】 希望する中・義務教育学校の保健体育科教員 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 講師による講義及び実技の実施 

【参加者】 ７人 

 

 ３ 

中学校武道 

地域指導者 

派遣事業 

 保健体育授業における
武道指導の充実に向け、教
員の資質向上、生徒の武道
に対する意欲や関心の向
上及び武道授業の安全か
つ円滑な実施に資する。 

【期 日】 ８月～１月 

【対 象】 希望する中・義務教育学校 ６校 

【内 容】 武道の授業を授業担当者とチームティーチングにより 

指導するため、地域指導者の派遣を実施 

【指導実績】各校10回 

【期 日】 ８月～１月 

【対 象】 希望する中・義務教育学校 ６校（柔道４校、剣道２校） 

【内 容】 武道の授業を授業担当者とチームティーチングにより 

指導するため、地域指導者の派遣を実施 

【指導実績】各校10回 

 

 ４ 

複数武道 

実践モデル校 

指定事業 

 地域の特色を生かした
中学校体育授業における
武道指導の充実に向け、複
数武道種目の指導や評価
の在り方等について明ら
かにし、その成果を普及す
る。 

【期 日】 ９月～１月 

【対 象】 複数武道を実施している公立中学校・義務教育学校 

（モデル校３校） 

【内 容】 柔道及び剣道、相撲のいずれかに加え、地域の特色を 

生かした弓道及びなぎなたの指導実践を実施 

【指導実績】各校10回 

【期 日】 ９月～１月 

【対 象】 複数武道を実施している公立中学校・義務教育学校 

（モデル校４校） 

【内 容】 柔道及び剣道、相撲のいずれかに加え、地域の特色を 

生かした弓道及びなぎなたの指導実践を実施 

【指導実績】各校14回 

 

 ５ 
幼児児童の 

運動遊び研修会 

 幼児児童の運動や遊び
の意義や実際について理
解を深め、各園・小学校に
おける運動遊びの充実と、
教員等の指導力向上に資
する。 

【期 日】 ８月３日 

【対 象】 希望する幼稚園等の指導者・小学校教員 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 中央講師による講義及び実技の実施 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 11月26日 

【対 象】 希望する幼稚園等の指導者・小学校教員 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 中央講師による講義及び実技の実施 

 

 

 ６ 
特別支援学校 

体育指導者研修会 

 特別支援の視点に立っ
た指導の在り方について
理解を深め、特別支援学校
等における体育指導の充
実と指導者の資質向上に
資する。 

【期 日】 ６月22日 

【対 象】 県特別支援学校等教員等 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 中央講師による講義及び実技の実施 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 令和４年１月28日 

【対 象】 県特別支援学校等教員等 

【場 所】 県営武道館 

【内 容】 中央講師による講義及び実技の実施 

 

 

 ７ 

オリンピック・ 

パラリンピック 

ムーブメント 

全国展開事業 

スポーツの意義や価値
を学ぶオリンピック・パラ
リンピック教育の推進を
図る。 

【期 日】 ○ 事前セミナー   ７月13日 

○ アスリート派遣  ９月～12月 

○ 実践報告会    令和３年２月１日 

【対 象】 推進校16校 

【内 容】 ○ オリンピアン・パラリンピアン派遣、授業等を実施 

○ 事前セミナー、実践報告会の開催 

○ 希望する学校へのボッチャ用具等の貸出を実施 

【期 日】 ○ 事前セミナー   ６月18日［県営武道館］ 

○ アスリート派遣  ９月～12月 

○ 実践報告会    令和４年２月（予定） 

【対 象】 推進校７校（研究推進校３校含む） 

【内 容】 ○ 持続可能なオリ・パラ教育の実施に向けた取組 

○ オリンピアン・パラリンピアン派遣、授業等を実施 

○ 事前セミナー、実践報告会の開催 

○ 希望する学校へのボッチャ用具等の貸出を実施 
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② 運動部活動の充実 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

「岩手県における 

部活動の在り方に 

関する方針」の改定 

運動部ガイドライン及
び文化部ガイドラインを
踏まえた県の方針の策定
及び改定を行う。 

【内 容】 ○ 各市町村（中学校）及び各校（高等学校）における策

定状況の把握 

○ 「自主的・自発的な活動」の周知と徹底 

○ 「体罰根絶に向けた部活動」研修会の実施 

【内 容】 ○ 各市町村（中学校）及び各校（高等学校）における策

定状況の把握 

○ 「自主的・自発的な活動」の周知と徹底 

○ 「体罰根絶に向けた部活動」研修会の実施 

 

 ２ 

中学生 

スポーツ・文化活動に

係る研究 

有意義な中学生のスポ
ーツ・文化活動について、
関係団体等の意見を聴取
し、在り方についての提言
を取りまとめる。 
環境整備に向けて提言

の周知を図るとともに、研
修会を実施する。 

「有識者会議の設置」と「在り方の検討」 

【期 間】 ○ 合同会議：２回（7/10、２月下旬予定） 

○ プロジェクトチーム会議：５回（8/31、9/25、11/5、 

12/11） 

○ 有識者会議：３回（11/9、1/27） 

【内 容】 ○ 提言の策定（年度内） 

【内 容】 ○ 有識者会議においてまとめられた「提言」の周知と実 

施（「提言」冊子作成・配布） 

 

 

 ３ 
運動部活動 

指導者研修会 

部活動ガイドライン等
に基づいた科学的な指導
内容の定着を図る。 

【期 日】 ６月～12月 

【対 象】 中部地区、宮古地区の部活動指導者 

【場 所】 花巻市 宮古市 

【内 容】 中央講師を招聘し、研修の実施 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中止 
 

【期 日】 ［中部地区］６月29日（火）県立生涯学習推進センター 

［宮古地区］７月30日（金）→「延期」※日程未定 

【対 象】 中部地区、宮古地区の部活動指導者 

【内 容】 部活動におけるコーチングスキル研修 ※リモート研修 

スポーツ医科学に係る研修 

【参加者】 ［中部地区］38名（中学校25名、高等学校13名） 

 

 

 ４ 
部活動コーチング 

研修会 

県立学校で任用された
部活動指導員等を対象に
研修会を実施し、部活動指
導におけるコーチングス
キルの向上を図ることで、
生徒のスポーツに対する
意欲喚起や動機付けを促
すとともに、適切かつ効果
的な運動部活動の推進を
図る。 

【期 日】 ５～６月（第１回）、９～10月（第２回） 

【対 象】 令和２年度任用の県立学校部活動指導員等 

【内 容】 部活動の適切な運営、体罰禁止等（第１回） 

コミュニケーションスキル習得を目指した研修（第２回） 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により集合

型研修から「資料配布による研修」に変更して

実施 
 

【期 日】 ［第１回］８月 ※資料送付 

［第２回］９～10月 ※未定 

【対 象】 令和３年度任用の県立学校部活動指導員等 

【内 容】 ［第１回］部活動の適切な運営、体罰禁止等 

［第２回］コミュニケーションスキル習得に向けた研修 

 

 

 ５ 
部活動連絡会等 

支援事業 

教職員、保護者、外部指
導者等が部活動の方針等
について、共通理解を図る
ため「部活動連絡会」等に
指導主事を派遣し、適切な
部活動の在り方等につい
て講義及び助言を行う。 

【期 日】 通年 

【対 象】 中学校、高等学校等 

【内 容】 校内研修や市町村教委が実施する研修会等に指導主事を 

派遣する。 

【派 遣】 指導主事派遣（1/31現在） 

金田一中（6/17）、北上南中（8/19）、前沢中（8/24） 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 中学校、高等学校等 

【内 容】 校内研修や市町村教委が実施する研修会等に指導主事を 

派遣する。 

【派 遣】 大船渡一中（8/25）※8/31現在 

 

 ６ 

いわての学び 

希望基金 

被災地生徒運動部 

活動支援費補助 

被災生徒の運動部活動
への支援を行う。 

【期 日】 通年 

【対 象】 被災生徒 

【内 容】 被災生徒へ県中体連及び県高体連を通じて交通費・ 

宿泊費・参加料等を補助 

【期 日】 通年 

【対 象】 被災生徒 

【内 容】 被災生徒へ県中体連及び県高体連を通じて交通費・ 

宿泊費・参加料等を補助 

 

 ７ 

岩手県高等学校 

体育連盟強化事業 

岩手県中学校 

体育連盟強化事業 

中学生・高校生の部活動
指導体制整備を図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 全国大会等上位大会に出場する生徒 

【内 容】 全国総合体育大会及び全国中学校体育大会への派遣費 

補助、選手強化事業に要する経費一部補助 

【期 日】 通年 

【対 象】 全国大会等上位大会に出場する生徒 

【内 容】 全国総合体育大会及び全国中学校体育大会への派遣費 

補助、選手強化事業に要する経費一部補助 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ８ 
部活動指導員 

配置事業 

部活動指導に係る時間
を軽減するとともに、部活
動を担当する教員の支援
と部活動の質的な向上を
図る。 

【内 容】 ○ 部活動指導員に係る規則の整備 

○ 部活動指導員の任用 

○ 部活動指導員に対する研修（年間２回） 

○ 県立学校に配置する経費負担 

○ 公立中学校等に配置する経費負担(1/3) 

【参加者】 高 校：39校59人 

中学校：55校80人（県立中学校２名を含む） 

を配置（※R３.１月19日現在） 

  

【内 容】 ○ 部活動指導員に係る規則の整備 

○ 部活動指導員の任用 

○ 部活動指導員に対する研修（年間２回） 

○ 県立学校に配置する経費負担 

○ 公立中学校等に配置する経費負担(1/3) 

【参加者】 高 校：40校74名 

中学校：60校91名（県立中学校２名を含む）を配置 

（※R３.８月31日現在） 

  

 

 ９ 

スポーツ 

特別強化指定校 

の指定 

本県の競技スポーツに
おける高校生の選手強化、
競技力の向上を図る。 

【対 象】 公立学校 

【内 容】 スポーツ特別強化指定校の指定、優秀指導者の認定と 

長期配置（原則12年間） 

【認定数】 30校23競技57部 

 

【対 象】 公立学校 

【内 容】 スポーツ特別強化指定校の指定、優秀指導者の認定と 

長期配置（原則12年間） 

【認定数】 29校22競技56部 

 

 10 
地域部活動推進 

実践研究事業 
（スポーツ庁委託事業） 

休日の部活動における
指導等について、地域の活
動として地域人材が担う
こととし、地域部活動を推
進するための実践研究を
行う。 

 【期 日】 ９月～（令和４年）１月 

【対 象】 ２町（葛巻町、岩手町） 

［葛巻町］３中学校７競技 

［岩手町］３中学校１競技 

【内 容】 ○ 地域部活動の実践 

○ 地域人材の確保、マッチングする仕組みの構築 

○ 地域部活動運営マニュアルの作成 

 

新規 
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③ 地域における子どものスポーツ機会の充実  

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（生涯スポーツ振興事業） 

 

【再掲】 

 スポーツ教室、スポーツ
イベントの開催や指導者
の育成事業を実施し、県民
誰もが気軽にスポーツを
楽しむ機会の充実を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】（主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2020 

⇒ 10月11日（8,148人参加） 

○ 武道教室（８種目）⇒ 575教室実施 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～３年２月 計11回（321人参加）    等 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、４～６月まで

の教室を延期し、７月から開始 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】 （主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2021 

⇒ 10月10日実施予定 

○ 武道教室（８種目）⇒ 約500教室実施予定 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～４年２月 実施予定         等 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、８～９月の事

業（武道教室やスポーツしNight等）を延期及び中止 
 

 

 ２ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（地域スポーツ推進事業） 

 

【再掲】 

総合型地域スポーツク
ラブの創設や育成支援を
通じ、身近な地域でスポー
ツを楽しむ機会の充実を
図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回（県内27市町村延べ60

クラブを訪問予定）による運営の指導・助言 

⇒ 27市町村40クラブを訪問 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会 

⇒ 11月６日（37人参加） 

・ クラブ運営研修会 

⇒ ① 11月27日（オンライン）17人参加 

② ３月５日（オンライン）31人参加 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブとスポーツ少年団・スポーツ指導者等と

の連携による運動部活動や放課後スポーツ活動の機会

創出に関する調査活動（※ 県直営） 

⇒ 11月15日 新潟県燕市視察 他 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回による運営の指導・助言 

（県内33市町村延べ60クラブを訪問予定） 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会（11月５日開催予定） 

・ クラブ運営研修会（12月、２月開催予定） 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブの運営・指導を担う人材の育成 

・ 資格取得支援（６名予定） 

○ 休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る調査を

受け皿となりうる地域スポーツ団体（総合型クラブ・ス

ポーツ少年団等）で実施（８月） 

 

 ３ 

地域活性化 

スポーツ推進事業 
（トップ・プロスポーツチーム

と連携・協働した地域活性化）） 

 

【再掲】 

県内のトップ・プロスポ
ーツチームと連携し、県民
がスポーツを楽しむ機会
を確保する。 

【期 間】 ７月～３月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室  97回、3,370人（３チーム計） 

○ 健康づくり教室 25回、 484人（３チーム計） 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室  72回（３チーム計）実施予定 

○ 健康づくり教室 24回（３チーム計）実施予定 

○ 観戦招待   1,800人（３チーム計）実施予定 
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⑶ 成人のスポーツ機会の充実 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（生涯スポーツ振興事業） 

 

【再掲】 

 スポーツ教室、スポーツ
イベントの開催や指導者
の育成事業を実施し、県民
誰もが気軽にスポーツを
楽しむ機会の充実を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】（主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2020 

⇒ 10月11日（8,148人参加） 

○ 武道教室（８種目）⇒ 575教室実施 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～３年２月 計11回（321人参加）    等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、４～６月まで

の教室を延期し、７月から開始 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】 （主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2021 

⇒ 10月10日実施予定 

○ 武道教室（８種目）⇒ 約500教室実施予定 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～４年２月 実施予定         等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、８～９月の事

業（武道教室やスポーツしNight等）を延期及び中止 
 

 

 ２ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（地域スポーツ推進事業） 

 

【再掲】 

総合型地域スポーツク
ラブの創設や育成支援を
通じ、身近な地域でスポー
ツを楽しむ機会の充実を
図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回（県内27市町村延べ60

クラブを訪問予定）による運営の指導・助言 

⇒ 27市町村40クラブを訪問 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会 

⇒ 11月６日（37人参加） 

・ クラブ運営研修会 

⇒ ① 11月27日（オンライン）17人参加 

② ３月５日（オンライン）31人参加 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブとスポーツ少年団・スポーツ指導者等と

の連携による運動部活動や放課後スポーツ活動の機会

創出に関する調査活動（※ 県直営） 

⇒ 11月15日 新潟県燕市視察 他 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回による運営の指導・助言 

（県内33市町村延べ60クラブを訪問予定） 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会（11月５日開催予定） 

・ クラブ運営研修会（12月、２月開催予定） 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブの運営・指導を担う人材の育成 

・ 資格取得支援（６名予定） 

○ 休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る調査を

受け皿となりうる地域スポーツ団体（総合型クラブ・ス

ポーツ少年団等）で実施（８月） 

 

 ３ 

高齢者 

スポーツ活動 

振興事業 

高齢者のスポーツ活動
機会を創出し、高齢者の生
きがいと健康づくりの推
進を図る。 

【期 間】 ５月～11月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 岩手県民長寿体育祭（いわてねんりんピック） 

〔実施予定種目〕 

卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、 

ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、 

グラウンド・ゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、 

太極拳、バウンドテニス、 

いきいきシニアスポーツ大会 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、14競技中９

競技中止 

○ 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会  

（ねんりんピック岐阜2020） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により令和３年度

に延期（令和３年度以降開催地は順に先送り） 
 

【期 間】 ５月～11月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 岩手県民長寿体育祭（いわてねんりんピック） 

〔実施予定種目〕 

卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、 

ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、 

グラウンド・ゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、 

太極拳、バウンドテニス、 

いきいきシニアスポーツ大会 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、14

競技中７競技中止 

○ 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会  

（ねんりんピック岐阜2021） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中

止 
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⑷ スポーツに関わる多様な人材の確保・育成 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（生涯スポーツ振興事業） 

 

【再掲】 

 スポーツ教室、スポーツ
イベントの開催や指導者
の育成事業を実施し、県民
誰もが気軽にスポーツを
楽しむ機会の充実を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】（主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2020 

⇒ 10月11日（8,148人参加） 

○ 武道教室（８種目）⇒ 575教室実施 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～３年２月 計11回（321人参加）    等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、４～６月まで

の教室を延期し、７月から開始 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】 （主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2021 

⇒ 10月10日実施予定 

○ 武道教室（８種目）⇒ 約500教室実施予定 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～４年２月 実施予定         等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、８～９月の事

業（武道教室やスポーツしNight等）を延期及び中止 
 

 

 ２ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（地域スポーツ推進事業） 

 

【再掲】 

総合型地域スポーツク
ラブの創設や育成支援を
通じ、身近な地域でスポー
ツを楽しむ機会の充実を
図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回（県内27市町村延べ60

クラブを訪問予定）による運営の指導・助言 

⇒ 27市町村40クラブを訪問 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会 

⇒ 11月６日（37人参加） 

・ クラブ運営研修会 

⇒ ① 11月27日（オンライン）17人参加 

② ３月５日（オンライン）31人参加 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブとスポーツ少年団・スポーツ指導者等と

の連携による運動部活動や放課後スポーツ活動の機会

創出に関する調査活動（※ 県直営） 

⇒ 11月15日 新潟県燕市視察 他 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回による運営の指導・助言 

（県内33市町村延べ60クラブを訪問予定） 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会（11月５日開催予定） 

・ クラブ運営研修会（12月、２月開催予定） 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブの運営・指導を担う人材の育成 

・ 資格取得支援（６名予定） 

○ 休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る調査を

受け皿となりうる地域スポーツ団体（総合型クラブ・ス

ポーツ少年団等）で実施（８月） 

 

 ３ 

地域活性化 

スポーツ推進事業 
（トップ・プロスポーツチーム

と連携・協働した地域活性化） 

県内のトップ・プロスポ
ーツチームと連携し、スポ
ーツボランティアの養成
を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツボランティア講習会の開催 

23回、509人（３チーム計） 

○ 指導者講習会の実施 

７回、 81人（３チーム計） 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツボランティア講習会の開催 

22回実施予定（３チーム計） 

○ 指導者講習会の実施 

12回実施予定（３チーム計） 

 

 ４ 

スポーツ推進 

プラットフォーム 

構築事業 

県内のスポーツ関連団
体や企業、大学等の官民連
携体制を構築し、本県スポ
ーツ振興の核として取組
を推進する。 

【期 間】 通年 

【対 象】 スポーツ推進団体、企業、大学、市町村等 

【内 容】 ○ プラットフォームに求められる機能や体制等の検討 

（プラットフォーム研究会、11月、２月開催） 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 スポーツ推進団体、企業、大学、市町村等 

【内 容】 ○ プラットフォームに求められる機能や体制等の検討 

（プラットフォーム研究会、６月、８月、11月（予定）） 

 

 ５ 
スポーツ 

功労者表彰事業 

スポーツの普及・奨励に
尽力し、スポーツの振興に
寄与した指導者や団体を
顕彰する。 

【期 日】 令和２年11月10日（火） 

【対 象】 スポーツの振興に寄与した指導者や団体 

【内 容】 岩手県文化スポーツ表彰の実施 

【受賞者】 14名、１団体（スポーツ分野） 

【時 期】 令和３年11月(予定) 

【対 象】 スポーツの振興に寄与した指導者や団体 

【内 容】 岩手県文化スポーツ表彰の実施 

【受賞者】 現在調整中（スポーツ分野） 
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⑸ スポーツを楽しむ環境の整備 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 
スポーツ施設 

管理運営事業 

 広く県民がスポーツに
親しむことができるよう、
県営スポーツ施設を、指定
管理者制度を用いて管理
し、効果的・効率的な管理
運営を行う。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県営スポーツ施設（９か所） 

 

【内 容】 ○ 県営スポーツ施設の管理運営 

○ 指定管理者への業務委託等 

勤労身体障がい者体育館の次期指定管理選定 

（R3～7年度） 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 県営スポーツ施設（９か所） 

 

【内 容】 ○ 県営スポーツ施設の管理運営 

○ 指定管理者への業務委託等 

 

 

 

施設名 指定管理者 期間 

県営運動公園 

(公財)岩手県スポーツ振興事業団 

H30～R4（５年間） 

県営体育館 

県営野球場 

県営スケート場 

県営武道館 

県営御所湖広域公園艇庫 

県営スキージャンプ場 八幡平市 

県営屋内温水プール セントラルスポーツ(株)・(株)盛岡総合ビルメンテナンス 

県勤労身体障がい者体育館 (公財)岩手県スポーツ振興事業団 R3～R7（５年間） 

 ２ 
スポーツ施設 

設備整備事業 

 県営スポーツ施設の安
全性を第一に、機能の向
上、利便性、快適性の向上
に配慮し施設の改修等を
行う。  

【期 間】 通年 

【対 象】 県営スポーツ施設（９か所） 

【内 容】 県営スポーツ施設の改修等 

施設名 整備内容 

県営スケート場 リンク木枠工事 

県営スキージャンプ場 
人工芝改修 

設備修繕 

県営運動公園 

樹木伐採 

第２ボルダリング競技場空調工事 

既設街灯ＬＥＤ化工事 

県営武道館 大道場空調工事 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染予防対策のため、県営

運動公園第２ボルダリング競技場及び県営武道館大道場

の空調工事を実施 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県営スポーツ施設（９か所） 

【内 容】 県営スポーツ施設の改修等 

施設名 工事内容 工事費予算額 

県営運動公園 ｻｯｶｰ･ﾗｸﾞﾋﾞｰ場擁壁補修 4,145千円 

県営運動公園 樹木伐採 16,331千円 

県営体育館 非常照明用蓄電池更新 2,991千円 

県営野球場 自動火災報知設備更新 1,785千円 

県営スケート場 機械棟屋根遮熱塗装 2,558千円 

県立御所湖広域公園艇庫 自動火災報知設備更新 1,808千円 

県営スキージャンプ場 
スロープカー修繕【繰越 5,360千円 

ﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞﾏｯﾄ修繕 13,640千円 

運動公園・武道館・ 

スケート場・艇庫・ 

屋内温水プール 

トイレ改修（洋式化） 73,509千円 

県営武道館 柔剣道場空調工事 3,731千円 

その他 維持修繕費 2,250千円 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染予防対策のため、県営

運動公園等のトイレ洋式化改修工事及び県営武道館柔道

場の空調工事を実施 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ３ 
新野球場 

整備事業 

県営野球場は、老朽化が
進み、また、公認野球規則
の標準的基準を満たして
いないことから、盛岡市と
共同で新野球場の整備を
進める。 

【期 間】 通年 

【対 象】 盛岡南公園野球場（仮称） 

【内 容】 設計 

【期 間】 通年 

【対 象】 盛岡南公園野球場（仮称） 

【内 容】 工事 

 

【整備の概要】 

建設場所 盛岡南公園内未開設区域（9.18ha） 

野球場 
両翼100ｍ、中堅122ｍ、人工芝（フィールド）、夜間照明、収容人数：20,000人（内野12,000人、外野8,000人） 

スコアボード（全面ＬＥＤ型） 

屋内練習場 2,500㎡×１室 

駐車場 普通車1,000台、大型バス駐車場、身障者専用駐車場 

工期 R3・4年度 建設工事、 R5年度 供用開始（予定） 

その他 備品、災害用備蓄倉庫等の防災施設の整備 
 

 ４ 
スポーツ大会映像 

配信事業 

「新しい生活様式」に対応
したスポーツ活動を推進
するため、デジタル技術を
活用し、大会会場以外でも
観戦が可能となるリモー
ト配信に向けた取組を実
施する。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ大会 

の観戦が制限されていることから、県民がスポーツ大会を観

戦する機会を確保するため、インターネットを活用したライ

ブ配信を行う機材を整備 

【配信実績】 第73回岩手県民体育大会スピードスケート競技会及び 

第76回国民体育大会選手選考会（12月12日～13日） 

いわてスーパーキッズ発掘・育成事業 

修了式・開始式（３月20日） 

 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ライブ配信を行うために整備した機材を活用し、競技団体

に対して、機材操作説明会を開催するとともに機材を貸し付

け、スポーツ大会等のライブ配信を支援 

【使用実績】 ５競技団体に貸付、延べ11日配信（９月16日現在） 
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２ 共生社会型スポーツの推進  
⑴ 障がい者スポーツの推進 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 
障がい者スポーツ 

振興事業 

 障がい者が身近な地域
で日常的にスポーツを楽
しむことができるよう、参
画機会の充実を図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室  

21教室実施 

○ 障がい者スポーツ指導員育成  

・ 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

内陸 令和２年７月23日～25日 15人 

沿岸 令和２年11月21日～23日 ６人 

・ 中級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

令和３年１月23日,24日,30日,31日、 

３月13日,14日,20日,21日 

○ 障がい者スポーツ大会 

・ 競技別の代替大会を実施（５競技） 

卓球 令和２年９月22日 38人 

陸上 令和２年10月３日 70人 

フライングディスク 令和２年10月25日 16人 

水泳 令和２年11月１日 17人 

アーチェリー 令和３年２月11日 盛岡市 

○ 障がい者スポーツ選手育成強化 

○ 障がい者スポーツ推進員設置 

※ 岩手県障がい者スポーツ協会に業務委託 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、障がい者スポー

ツ大会を中止し、参加人数を限定して代替大会を実施 

＜代替大会の概要＞ 

水泳、卓球、陸上、フライングディスク、アーチェリーの

５競技で分散開催し、記録会形式で実施。 

※ さらに、代替大会に参加できない方を対象としたスポーツ

教室を県内各地で実施 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室等 

・ 21教室実施予定 

・ フライングディスク大会 

令和３年７月10日 275人 

○ 障がい者スポーツ指導員育成 

・ 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

［内陸］令和３年７月17日,18日,22日 14人 

［沿岸］令和４年１月実施予定 

・ 中級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

令和３年11月実施予定 

○ 障がい者スポーツ大会 

令和３年５月16日（ボッチャ） 

６月５日（陸上、アーチェリー、卓球、サウ

ンドテーブルテニス、水泳、フライ

ングディスク、ボウリング） 

計1,103人 

○ 障がい者スポーツ選手育成強化 

○ 障がい者スポーツ推進員設置 

※ 岩手県障がい者スポーツ協会に業務委託 

 

 

 ２ 

スポーツを通じた 

共生社会づくり 

推進事業 

 障がいのある人もない
人も共にスポーツを楽し
める環境づくりを推進す
る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 競技スポーツ団体等における 

障がい者スポーツ推進事業（２団体） 

・ 岩手県バレーボール協会 

・ （一社）岩手県卓球協会 

○ 総合型地域スポーツクラブにおける 

障がい者スポーツ活動促進事業（４団体） 

・ NPO法人前沢いきいきスポーツクラブ 

・ いちのへサンビレッジクラブ 

・ NPO法人いーはとーぶスポーツクラブ 

・ NPO法人グッジョブクラブ  

○ 卓球バレー交流大会開催事業 

・ ふれあいランド岩手（10月18日）129人  

・ 大船渡市民体育館（12月６日） 113人 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 卓球バレー交流大会開催事業（１団体） 

・ （一社）岩手県障がい者スポーツ協会 

※ 卓球バレー交流大会を、内陸、沿岸、県北の 

３地域で開催する。 

○ スポーツ団体等における障がい者スポーツ推進事業

（４団体） 

・ NPO法人シチズンスポーツ奥州 

・ NPO法人たますぽ 

※ 残り２団体については追加公募予定 

※ 過去受託者による受託事業の事例発表（県体育協

会と連携し、研修会に併せ、受託者による事例発

表会等を行う） 
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⑵ 高齢者スポーツの推進 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

高齢者 

スポーツ活動 

振興事業 

 

【再掲】 

高齢者のスポーツ活動
機会を創出し、高齢者の生
きがいと健康づくりの推
進を図る。 

【期 間】 ５月～11月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 岩手県民長寿体育祭（いわてねんりんピック） 

〔実施予定種目〕 

卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、 

ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、 

グラウンド・ゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、 

太極拳、バウンドテニス、 

いきいきシニアスポーツ大会 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、14競技中９

競技中止（卓球、ソフトテニス、ゲートボール、ターゲ

ット・バードゴルフ、バウンドテニスの５競技は開催） 

○ 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会  

（ねんりんピック岐阜2020） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により令和３年度

に延期（令和３年度以降開催地は順に先送り） 
 

【期 間】 ５月～11月 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ 岩手県民長寿体育祭（いわてねんりんピック） 

〔実施予定種目〕 

卓球、テニス、ソフトテニス、ソフトボール、 

ゲートボール、ペタンク、ゴルフ、弓道、剣道、 

グラウンド・ゴルフ、ターゲット・バードゴルフ、 

太極拳、バウンドテニス、 

いきいきシニアスポーツ大会 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、14

競技中７競技中止 

○ 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会  

（ねんりんピック岐阜2021） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により中

止 
 

 

 ２ 

スポーツ医・科学 

サポート事業 
（健康づくり支援事業） 

 

【再掲】 

スポーツ医・科学の知見
に基づくサポートを実施
し、生涯スポーツや健康づ
くりを推進する。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 33回、1,843人参加 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ 30回配信 

○ できるよ おうちで運動 38回掲載 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６月までの事

業を休止し、７月から再開 

※ 運動プログラム動画の紹介「レッツ！ぺっこトレ！！」

を、５月末から定期的に配信 

※ メディアを通じた健康づくり情報提供として、岩手日報

「できるよ おうちで運動」を４月上旬から不定期連載 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 ８回、665人参加（９月16日現在） 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ ５回配信（９月16日現在） 

  （月１回程度配信） 

○ できるよ おうちで運動 ２回掲載（９月16日現在） 

（岩手日報不定期連載） 
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⑶ スポーツにおける女性の活躍推進 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（生涯スポーツ振興事業） 

 

【再掲】 

 スポーツ教室、スポーツ
イベントの開催や指導者
の育成事業を実施し、県民
誰もが気軽にスポーツを
楽しむ機会の充実を図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】（主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2020 

⇒ 10月11日（8,148人参加） 

○ 武道教室（８種目）⇒ 575教室実施 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～３年２月 計11回（321人参加）    等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、４～６月まで

の教室を延期し、７月から開始 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ教室・講習会の開催 

○ スポーツイベントの開催 

○ スポーツイベント時ボランティアの活用 

○ 各種教室及び講習会での講師の手配 等 

※ 岩手県スポーツ振興事業団に業務委託 

【主な事業】 （主な事業） 

○ 高齢者健康・体力づくり指導者セミナー 

○ スポーツフェスティバル2021 

⇒ 10月10日実施予定 

○ 武道教室（８種目）⇒ 約500教室実施予定 

○ スポーツしNight（18:00以降の県営体育施設開放） 

  ⇒ ７月～４年２月 実施予定         等 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、８～９月の事

業（武道教室やスポーツしNight等）を延期及び中止 
 

 

 ２ 

生涯スポーツ 

推進事業 
（地域スポーツ推進事業） 

 

【再掲】 

総合型地域スポーツク
ラブの創設や育成支援を
通じ、身近な地域でスポー
ツを楽しむ機会の充実を
図る。 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回（県内27市町村延べ60

クラブを訪問予定）による運営の指導・助言 

⇒ 27市町村40クラブを訪問 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会 

⇒ 11月６日（37人参加） 

・ クラブ運営研修会 

⇒ ① 11月27日（オンライン）17人参加 

② ３月５日（オンライン）31人参加 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブとスポーツ少年団・スポーツ指導者等と

の連携による運動部活動や放課後スポーツ活動の機会

創出に関する調査活動（※ 県直営） 

⇒ 11月15日 新潟県燕市視察 他 

【期 間】 通年 

【対 象】 総合型地域スポーツクラブ 

【内 容】 ○ クラブアドバイザー等の巡回による運営の指導・助言 

（県内33市町村延べ60クラブを訪問予定） 

○ 指導者等を対象とした講習会の開催 

・ 生涯スポーツ指導者等講習会（11月５日開催予定） 

・ クラブ運営研修会（12月、２月開催予定） 

○ 総合型クラブの取組等の情報発信 

※ 岩手県体育協会に業務委託 

○ 総合型クラブの運営・指導を担う人材の育成 

・ 資格取得支援（６名予定） 

○ 休日の学校部活動の段階的な地域移行に係る調査を

受け皿となりうる地域スポーツ団体（総合型クラブ・ス

ポーツ少年団等）で実施（８月） 

 

 ３ 

スポーツ医・科学 

サポート事業 

 

【再掲】 

スポーツ医・科学の知見
に基づくサポートを実施
し、生涯スポーツや健康づ
くりを推進する。 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 33回、1,843人参加 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ 30回配信 

○ できるよ おうちで運動 38回掲載 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６月までの事

業を休止し、７月から再開 

※ 運動プログラム動画の紹介「レッツ！ぺっこトレ！！」

を、５月末から定期的に配信 

※ メディアを通じた健康づくり情報提供として、岩手日報

「できるよ おうちで運動」を４月上旬から不定期連載 
 

【期 間】 通年 

【対 象】 県民 

【内 容】 ○ スポーツ医・科学専門員による運動プログラムの作

成・提供、実技指導 

【参加者等】○ 実技指導 ８回、665人参加（９月16日現在） 

○ レッツ！ぺっこトレ！！ ５回配信（９月16日現在） 

  （月１回程度配信） 

○ できるよ おうちで運動 ２回掲載（９月16日現在） 

（岩手日報不定期連載） 
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３ 国際的に活躍する競技スポーツの推進  
⑴ アスリートの発掘・育成 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

次世代アスリートの発掘育成 

 １ 

オリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（いわてスーパーキッズ 

発掘・育成事業） 

世界で活躍が期待され
るトップアスリートを発
掘・育成するため、優れた
運動能力を有する小学生
に対し、競技体験や最新ト
レーニングを実施し、個々
の才能を発揮できる競技
への挑戦機会を提供する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 選考された小学５年生から中学３年生 

【場 所】 県内スポーツ施設等 

【スクール開催回数】 59回 

【スクール参加児童生徒数】 2,014人 

【内 容】 ○ 発掘プログラム（U12：小4対象、U15：小６対象） 

○ 育成プログラム（身体・知的能力開発プログラム、競

技体験・トレーニング、トレーニングキャンプ等） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６

月までの事業を休止し、７月から再開 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 選考された小学５年生から中学３年生 

【場 所】 県内スポーツ施設等 

【スクール開催回数】 34回（９月16日現在） 

【スクール参加児童生徒数】 1,083人（９月16日現在） 

【内 容】 ○ 発掘プログラム（U12：小4対象、U15：小６対象） 

○ 育成プログラム（身体・知的能力開発プログラム、競

技体験・トレーニング、トレーニングキャンプ等） 

※ 県独自の緊急事態宣言により、事業を一時休

止 
 

 

 ２ 

オリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（メダリスト育成支援） 

本県の中学生・高校生等
で、年代別の世界トップレ
ベルにある選手がオリン
ピックでメダルを獲得す
るため、海外遠征等の競技
活動を支援する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【場 所】 指定選手の競技活動場所（国内外） 

【内 容】 国内遠征、強化練習の補助（上限600千円/人） 

【指定選手数】 ２人 

【指定選手の遠征等回数】 10回） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、遠征等が思う

ようにできていない状況 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【場 所】 指定選手の競技活動場所（国内外） 

【内 容】 国内遠征、強化練習の補助（上限600千円/人） 

【指定選手数】 １人（９月16日現在） 

【指定選手の遠征等回数】 １回（９月16日現在） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、遠征等が思う

ようにできていない状況 
 

【事業組替】 

R2は東京オリ

ンピック等メ

ダ リ ス ト 育

成・強化事業と

して実施 

 ３ 

いわて 

競技力向上支援事業 
（いわてスポーツ 

アカデミー事業） 

世界レベルのトップア
スリートをジュニア期か
ら育成するため、県内競技
団体が行う小学生から中
学２年生の育成の取組を
支援する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定する競技団体（５団体） 

【場 所】 県体協が指定する競技団体の活動場所（県外も対象） 

【内 容】 国内遠征費等補助 

【指定数】 ４団体 

【実施数】 ７回 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、遠征等が思う

ようにできていない状況 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定する競技団体（10団体） 

【場 所】 県体協が指定する競技団体の活動場所（県外も対象） 

【内 容】 国内遠征費等補助 

【指定数】 10団体（９月16日現在） 

【実施数】 ９回（９月16日現在） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、遠征等が思う

ようにできていない状況 
 

【事業組替】 

R2は東京オリ

ンピック等メ

ダ リ ス ト 育

成・強化事業と

して実施 

 ４ 

パラリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（いわてパラアスリート 

発掘・育成事業） 

パラリンピック等国際
大会の正式種目に取り組
む選手や強化指定選手の
競技力向上を図るため、ス
ポーツ医・科学的な研修会
等を実施するとともに、有
望選手の発掘・育成に取り
組む。 

【期 日】 ① 全体研修（選手発掘事業） 

(1)７月12日(日) (2)11月７日(土) 

② 競技研修：７月～１月 

【対 象】 県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手、県HP等による募集から参加希望する 

選手 

【場 所】 ① ふれあいランド 

② 県内スポーツ施設等 

【内 容】 ① 全体研修：形態・体力測定、トレーナーによる指導、

スポーツ栄養等の講義 

 選手発掘：体力測定 

② 競技研修：陸上、水泳、サッカー 

※ ２月６日（土）予定の全体研修(3)は、会場のふれあい

ランドが漏水に伴う臨時閉館により中止 
 

【期 日】 ① 全体研修（選手発掘事業） 

(1)７月12日(日) (2)11月７日(土) 

② 競技研修：７月～１月 

【対 象】 県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手、県HP等による募集から参加希望する 

選手 

【場 所】 ① ふれあいランド 

② 県内スポーツ施設等 

【内 容】 ① 全体研修：形態・体力測定、トレーナーによる指導、

スポーツ栄養等の講義 

 選手発掘：体力測定 

② 競技研修：陸上、水泳、サッカー 

 

【名称変更】 

R2は細事業名

を「障がい者ス

ポーツ選手発

掘・育成事業」

として実施 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

国内外で活躍するアスリートの育成 

 １ 
いわて 

競技力向上事業 
（競技力向上支援事業） 

いわて国体に向けて強
化された競技力の維持・向
上を図るため、各競技団体
の選手強化の取組を支援
する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 国体候補選手（成年・少年） 

【場 所】 県内及び県外 

【内 容】 競技団体が行う強化練習・遠征合宿等の経費補助 

【実施競技】 40競技団体 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 国体候補選手（成年・少年） 

【場 所】 県内及び県外 

【内 容】 競技団体が行う強化練習・遠征合宿等の経費補助 

【実施競技】 39競技団体（９月16日現在） 

 

 ２ 
いわて 

競技力向上事業 
（強化指定クラブ支援事業） 

国体候補選手を効果的
に強化するため、選手の活
動拠点となるクラブ、企
業、公立・私立高校を指定
し、その選手強化の取組を
支援する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定するクラブ・企業・学校等のチーム 

【場 所】 県内及び県外 

【内 容】 指定団体が行う強化練習・遠征合宿等の経費補助 

【指定数】 成年：10競技12クラブ 

      少年：16競技25部 

【活動回数】 延べ35回（成年14、少年21） 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 県体協が指定するクラブ・企業・学校等のチーム 

【場 所】 県内及び県外 

【内 容】 指定団体が行う強化練習・遠征合宿等の経費補助 

【指定数】 成年：10競技12クラブ 

      少年：16競技23部 

【活動回数】 延べ７回（成年３、少年４）（９月16日現在） 

 

 ３ 

オリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（トップアスリート活動支援） 

国際的に活躍するトッ
プアスリートを輩出する
ため、日本代表候補選手等
に対し、国内外の遠征に係
る旅費等の経費を支援す
る。 

【期 日】 通年 

【場 所】 国内及び国外 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限200千円/人） 

【指定人数】 17人 

【活動回数】 延べ17回 

 

【期 日】 通年 

【場 所】 国内及び国外 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限180千円/人） 

【指定人数】 17人 

【活動回数】 延べ５回（９月16日現在） 

 

 ４ 

オリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（ポテンシャル 

アスリート活動支援） 

国内主要大会で入賞を
果たし日本代表入りでき
る潜在的能力を持つ選手
に対し、国内外の遠征に係
る旅費等の経費を支援す
る。 

【期 日】 通年 

【場 所】 国内及び国外 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限100千円/人） 

【指定人数】 64人 

【活動回数】 延べ57回 

 

【期 日】 通年 

【場 所】 国内及び国外 

【対 象】 県体協が指定する選手 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限90千円/人） 

【指定人数】 64人 

【活動回数】 延べ14回（９月16日現在） 

 

 ５ 
スキー全国大会 

少年種別強化事業 

令和３・４年度に本県で
開催されるスキー競技の
全国大会に向け、教育委員
会と連携して少年種別に
対する競技力向上に係る
経費の補助を行う。 

 【期 間】 通年 

【対 象】 本県で開催される全国大会への出場が見込まれる少年選手 

【内 容】 高地(岐阜県・御嶽高原を想定)での強化練習経費への補助 

ワックス等消耗品購入経費への補助 等 

新規 

 ６ 

パラリンピック 

選手等 

育成・強化事業 
（パラアスリート 

活動支援事業） 

パラリンピック等国際
大会で活躍する本県ゆか
りの障がい者スポーツ選
手を輩出するため、強化指
定選手に対し、介助者も含
めた国内外の遠征に係る
経費を支援する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 県が指定する強化指定選手 

【場 所】 国内及び国外 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限 Ａ指定：400千円、Ｂ指定：200千円） 

【指定人数】 14人（Ａ指定：５人、Ｂ指定：９人） 

【活動回数】 延べ18回 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 県が指定する強化指定選手 

【場 所】 国内及び国外 

【内 容】 指定選手が参加する国内外の遠征に係る経費を補助 

      （上限 Ａ指定：400千円、Ｂ指定：200千円） 

【指定人数】 14人（Ａ指定：５人、Ｂ指定：９人） 

【活動回数】 延べ５回（９月16日現在） 

【名称変更】 

R2は細事業名を

「パラリンピッ

ク選手育成強化

事業」として実

施 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ７ 

パラアスリート 

拡張支援事業 
（デュアル・アスリート 

プロジェクト事業） 

障がい者アスリートの
発掘・育成を推進するた
め、複数の競技種目の体験
機会を創出し、競技選択や
活動機会の拡張を図る取
組を実施。 

【期 日】 通年 

【対 象】  県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手等 

【場 所】 通年アイスリンク（県内・外）、県内スキー場 

【内 容】 ○ 車いすカーリング練習会 ８回 

○ 車いすカーリング交流試合 ２回 

○ スキー競技練習会 ２回 

 

【期 日】 通年 

【対 象】  県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手等 

【場 所】 通年アイスリンク（県内・外）、県内スキー場 

【内 容】 ○ 車いすカーリング練習会 

○ 車いすカーリング交流試合 

○ スキー競技練習会 

 

 

 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

アスリートが競技生活を継続できる環境の整備 

 １ 

（R2） 

いわて 

競技力向上事業 
（いわナビ推進事業） 

アスリートの県内定着
を促進するため、選手と県
内企業が一同に会する就
職マッチングの機会を提
供 

【期 日】 令和３年３月12日（金）マッチングイベント開催予定 

【対 象】 2022年３月に大学・短大・専門学校を卒業予定の選手 

又は卒業３年以内で競技を継続している選手 

【場 所】 いわて県民情報交流センター 

【内 容】 ジョブカフェによる応募対策セミナー、 

企業との個別ガイダンスの実施 

 

 【事業組替】 

R3はいわて 

競技力向上事

業（アスリート

県内雇用支援

事業）に組替て

実施 

 ２ 

いわて 

競技力向上事業 
（アスリート 

県内雇用支援事業） 

アスリートが競技活動
を継続できる環境を整え、
県内定着を図るため、「ア
スリート版ハローワーク
（無料職業紹介窓口）」を
新たに設置し、雇用企業の
開拓、県内就職を希望する
アスリートの発掘などの
取組を推進 

【期 日】 10月「無料職業紹介所」開設 

【対 象】 県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手等 

【場 所】 公益財団法人岩手県体育協会 

【内 容】 マッチング支援員（県体協職員）による採用企業開拓、 

企業説明会の開催等に係る経費を補助 

【エントリー数】企業：17社、選手：28名 

【内定者】 ２名（スピードスケート、陸上競技） 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 県が指定する強化指定選手及び県障がい者スポーツ協会 

等が推薦する選手等 

【場 所】 公益財団法人岩手県体育協会 

【内 容】 マッチング支援員（県体協職員）による採用企業開拓、 

企業説明会の開催等に係る経費を補助 

【エントリー数】企業：17社、選手：28名 

【内定者】 ２名（スケート、ホッケー）（９月16日現在） 

 

 ３ 

（R2） 

オリンピック選手等 

育成・強化事業 
（トップアスリート 

雇用支援） 

オリンピックやワール
ドカップ等に日本代表と
して出場するトップアス
リートを輩出するため、競
技活動をサポートし、競技
に専念できる環境を整え
る雇用企業への支援 

【期 日】 通年 

【対 象】 トップアスリート及び県内事業所 

【場 所】 県内事業所 

【内 容】 アスリート選手を雇用した県内事業所に対し奨励金を支給 

【実 績】 ボクシング競技及びスケート競技（ショートトラック） 

の２選手を雇用した県体育協会を支援 

 

 【事業組替】 

R3はいわて 

競技力向上事

業（アスリート

県内雇用支援

事業）に組替て

実施 

 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

スポーツ優秀選手の表彰 

 １ 
岩手県 

スポーツ賞表彰 

アスリートの育成に資
するため、国際大会や国体
をはじめとする全国大会
等において優秀な成績や
顕著な業績があった選手
やチームを表彰 

【期 日】 令和３年３月18日（木） 

【対 象】 令和２年度における優秀な成績、業績のあった 

選手及びチーム 

【内 容】 岩手県スポーツ賞を授与（知事表彰） 

【表彰者】 ８人 

 

【期 日】 令和４年２月及び３月（予定） 

【対 象】 令和２年度における優秀な成績、業績のあった 

選手及びチーム 

【内 容】 岩手県スポーツ賞を授与（知事表彰） 
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⑵ 競技力向上を支える人材の育成 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

指導者の資質向上 

 １ 
スポーツ医・科学 

サポート事業 
（指導者育成事業） 

スポーツ少年団や中学
校・高等学校等の指導者に
対し、スポーツ医・科学的
知見を有する講師による
研修会を実施し、指導者の
知識と指導技術の向上を
図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象指導者、いわて障がい者スポーツ強化 

指定選手の指導者、県高体連強化拠点校指導者、 

その他競技団体等が認める指導者 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、競技団体練習会場等 

【内 容】 トレーニング、スポーツ栄養、メンタル、 

アンチ・ドーピング、スポーツ・インテグリティ等の 

講義を実施 

【参加者等】 15回実施、延べ391人参加 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６

月までの事業を休止し、７月から再開 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象指導者、いわて障がい者スポーツ強化 

指定選手の指導者、県高体連強化拠点校指導者、 

その他競技団体等が認める指導者 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、競技団体練習会場等 

【内 容】 トレーニング、スポーツ栄養、メンタル、 

アンチ・ドーピング、スポーツ・インテグリティ等の 

講義を実施 

【参加者等】 ７回実施、延べ153人参加（９月16日現在） 

 

 

 

 

 ２ 

いわて 

競技力向上事業 
（アドバイザリー 

コーチ招聘事業） 

日本代表監督等のキャ
リアを持つ全国トップレ
ベル指導者を招聘し、その
指導法を学ぶことから県
内指導者の資質向上を図
る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 各競技団体指導者 

【場 所】 競技団体練習会場等 

【内 容】 県内選手への実技指導等を通じた指導者研修会の開催 

【参加者等】 17団体、延べ278人 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 各競技団体指導者 

【場 所】 競技団体練習会場等 

【内 容】 県内選手への実技指導等を通じた指導者研修会の開催 

【参加者等】 ９団体、延べ251人（９月16日現在） 

【事業組替】 

R2はいわて指

導者育成事業

として実施 

 ３ 

いわて 

指導者育成事業 
（トップコーチ 

活動支援事業） 

日本代表チームの指導
経験等のあるトップコー
チを、中央競技団体が実施
する専門研修へ派遣し、資
質の向上を図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 日本代表チームの指導経験等により県体育協会が認定 

した本県指導者 

【場 所】 トップコーチの研修場所 

【内 容】 指定コーチが、中央競技団体等が実施する研修会及び 

全日本レベルのチーム視察等へ参加する経費補助 

【指定数】 21人 

【期 日】 通年 

【対 象】 日本代表チームの指導経験等により県体育協会が認定 

した本県指導者 

【場 所】 トップコーチの研修場所 

【内 容】 指定コーチが、中央競技団体等が実施する研修会及び 

全日本レベルのチーム視察等へ参加する経費補助 

【指定数】 20人（９月16日現在） 

 

 

 ４ 
いわて 

指導者育成事業 
（指導者資格取得支援事業） 

いわて国体に向けて強
化された競技力の維持・向
上を図るため、各競技団体
の選手強化の取組を支援
する。（ＪＳＰＯ公認資格
取得補助） 

【期 日】 通年 

【対 象】 国体正式競技の競技団体指導者 

【場 所】 首都圏等 

【内 容】 （公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格取得 

講習への参加経費補助 

【受講者数】 ３団体６名 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、多数の競技の講習

が中止 

  

【期 日】 通年 

【対 象】 国体正式競技の競技団体指導者 

【場 所】 首都圏等 

【内 容】 （公財）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格取得 

講習への参加経費補助 

【受講者数】 １団体２名（９月16日現在） 

【事業組替】 

R2はいわて競

技力向上支援

事業として実

施 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ５ 

障がい者 

スポーツ振興事業 
（障がい者スポーツ 

指導員育成事業） 

障がい特性に応じた配
慮等、適切な指導ができる
障がい者スポーツ指導員
の養成及び資質向上の研
修を実施し、障がい当事者
が希望するスポーツに継
続的に親しむことができ
る環境を整備する。 

１ 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

【対 象】 県内の資格取得希望者 

【内 容】 スポーツの導入を支援する者を養成する講習会を実施 

（基準カリキュラム18時間以上） 

⑴ 内陸地区 

【期 日】 令和２年７月23日～25日 

【場 所】 ふれあいランド岩手 

【参加者】 15人 

⑵ 沿岸地区 

【期 日】 令和２年11月21日～23日 

【場 所】 夢アリーナたかた 

【参加者】 ６人 

 

２ 中級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

【期 日】 令和３年１月23日,24日,30日,31日、 

３月13日,14日,20日,21日 

【対 象】 県内の資格取得希望者 

【場 所】 ふれあいランド岩手 

【内 容】 初級障がい者スポーツ指導員資格取得後２年間経過し、

80時間の活動実績のある者を対象に講習会を実施 

（基準カリキュラム57時間以上） 

【定 員】 20人 

 

３ 障がい者スポーツ指導員フォローアップ研修会 

中級障がい者スポーツ指導員養成講習会と合わせて開催 

 

１ 初級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

【対 象】 県内の資格取得希望者 

【内 容】 スポーツの導入を支援する者を養成する講習会を実施 

（日障協公認カリキュラムに準ずる21時間） 

⑴ 内陸地区 

【期 日】 令和３年７月17日,18日,22日 

【場 所】 ふれあいランド岩手 

【参加者】 14人 

⑵ 沿岸地区 

【期 日】令和４年１月実施予定 

 

 

 

２ 中級障がい者スポーツ指導員養成講習会 

【期 日】 令和３年11月実施予定 

【対 象】 県内の資格取得希望者 

【内 容】 初級障がい者スポーツ指導員資格取得後２年間経過し、

80時間の活動実績のある者を対象に講習会を実施 

（日障協公認カリキュラムに準ずる57時間） 

 

 

 

 

３ 障がい者スポーツ指導員フォローアップ研修会 

中級障がい者スポーツ指導員養成講習会と合わせて開催予定 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

アスリートのサポート人材の育成 

 １ 

スポーツ医・科学 

サポート事業 
（トレーナースタッフ 

派遣事業） 

県内競技団体及び障が
い者アスリートが実施す
る強化練習会や参加する
東北・全国大会等にトレー
ナーを派遣し、選手を総合
的にサポートする。 

【期 日】 通年 

【派遣対象】 ○ （公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー 

○ （公財）日本障がい者スポーツ協会公認障がい者ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ 

○ いわてアスレティックトレーナー 

【場 所】 選手が活動する強化練習会及び大会会場及び宿舎等 

【内 容】 大会及び強化練習会等における選手のコンディショ 

ニング、アスレティックリハビリテーション、メンタル、 

アンチ・ドーピング等の指導及びマネジメントを実施 

【派遣数等】 延べ90回、144日（29競技） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６

月までの事業を休止し、７月から再開 
 

【期 日】 通年 

【派遣対象】 ○ （公財）日本スポーツ協会公認アスレティックトレーナー 

○ （公財）日本障がい者スポーツ協会公認障がい者ｽﾎﾟｰﾂﾄﾚｰﾅｰ 

○ いわてアスレティックトレーナー 

【場 所】 選手が活動する強化練習会及び大会会場及び宿舎等 

【内 容】 大会及び強化練習会等における選手のコンディショ 

ニング、アスレティックリハビリテーション、メンタル、 

アンチ・ドーピング等の指導及びマネジメントを実施 

【派遣数等】 延べ87回、163日（21競技）（９月16日現在） 

 

 

２ 
スポーツ医・科学 

サポート事業 
（ＩＡＴ３期生養成事業） 

本県の競技力向上を支
える人材として「いわてア
スレティックトレーナー」
第３期生を養成し、スポー
ツ医・科学の知見を有する
人材を確保し、選手のサポ
ートを拡大する。 

【期 日】 令和元年９月～令和４年３月（３年間） 

【対 象】 資格取得を希望する応募者から選考委員会により受講を認められた者 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、県内施設等 

【３年間の講習の内容】 講習（全10回：計14科目60時間）、実習（全４回：計12時間）、試験（１回：２時間） 

 

 

【内 容】 ○ 講習 

第２回：令和２年８月～９月 オンデマンドで実施 

第３回：令和２年５月17日（日） 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、延

期し、令和３年３月７日（日）に実施 

第４回：令和２年７月19日（日） 

第５回：令和２年11月15日（日） 

第６回：令和３年１月17日（日） 

○ 実習（新型コロナウイルス感染拡大防止の為４班に分

け実施） 

第１回：令和２年９月19日（土）・20日（日）・ 

10月10日（土）・11日（日） 

第２回：令和２年12月５日（土）・６日（日）・ 

12日（土）・13日（日） 

【受講人数】 55人（県外転居等により辞退者５人） 

 

【内 容】 ○ 講習 

第７回：令和３年５月16日（日） 

第８回：令和３年７月18日（日） 

第９回：令和３年11月21日（日） 

第10回：令和３年12月19日（日） 

○ 実習 

第３回：令和３年５月１日（土）～３日（月） 

第４回：令和３年10月30日（土）・31日（日） 

○ 認定試験：令和４年１月16日（日） 

【受講人数】 55人 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、受講

者(医療従事者)の参集が難しく、補習によるフォ

ローが必要 
 

 ３ 

パラアスリート 

拡張支援事業 
（パラアスリートコーディ 

ネーター派遣事業） 

高い競技性を求められ
るパラアスリート等障が
い者スポーツ人の実施環
境整備のため、コーディネ
ート人材を育成する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 障がい者スポーツ指導員又は指導経験者、理学療法士等 

【場 所】 選手の所属先（学校、企業等）やリハビリ等の医療機関、 

近隣の体育施設等の競技実施環境 

【内 容】 選手のニーズに対応する巡回訪問とコーディネート 

【派遣数等】 14回 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 障がい者スポーツ指導員又は指導経験者、理学療法士等 

【場 所】 選手の所属先（学校、企業等）やリハビリ等の医療機関、 

近隣の体育施設等の競技実施環境 

【内 容】 選手のニーズに対応する巡回訪問とコーディネート 

【派遣数等】 11回（９月16日現在） 
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⑶ 競技力向上を支える環境の整備 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

スポーツ医・科学、情報等を活用した支援 

 １ 
スポーツ医・科学 

サポート事業 
（アスリートデータ活用支援） 

選手の形態や体力を測
定し、その結果を選手及び
指導者にフィードバック
することで、効率的なトレ
ーニングを実施する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象選手、 

いわて障がい者スポーツ強化指定選手、 

県高体連強化拠点校選手、 

その他競技団体等が認める選手等 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、県内医療機関、大学、 

強化練習会・合宿会場等 

【内 容】 ○ 骨格筋量・体脂肪量の身体組成、反応時間・柔軟性・ 

全身持久力・瞬発力等の基礎体力を測定 

○ スポーツデータ活用ワーキンググループ 

・ 第１回:令和２年12月28日  

・ 第２回:令和３年３月５日 

【参加者等】測定実施12回 延べ360人 

 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６

月までの事業を休止し、７月から再開 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象選手、 

いわて障がい者スポーツ強化指定選手、 

県高体連強化拠点校選手、 

その他競技団体等が認める選手等 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、県内医療機関、大学、 

強化練習会・合宿会場等 

【内 容】 ○ 骨格筋量・体脂肪量の身体組成、反応時間・柔軟性・ 

全身持久力・瞬発力等の基礎体力を測定 

○ スポーツデータ活用ワーキンググループ 

・ 第３回:令和３年６月８日  

・ 第４回:令和３年10月（オンラインor書面予定） 

【参加者等】測定実施10回 延べ388人（９月16日現在） 

 

 ２ 
スポーツ医・科学 

サポート事業 
（アスリート研修会） 

スポーツ医・科学の知見
に基づく研修会を実施し、
アスリートのセルマネジ
メント能力の向上を図る。 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象選手、いわて障がい者スポーツ強化指定

選手、県高体連強化拠点校選手、その他競技団体等が認める

選手 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、強化練習会・合宿会場等 

【内 容】 フィジカルトレーニング、スポーツ栄養、メンタル、障害

予防、アンチ・ドーピング等の知見を有する専門家による講

義及び実技の研修会を実施 

【参加者等】 実施９回、440人 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響により、６

月までの事業を休止し、７月から再開 
 

【期 日】 通年 

【対 象】 選手強化事業対象選手、いわて障がい者スポーツ強化指定

選手、県高体連強化拠点校選手、その他競技団体等が認める

選手 

【場 所】 スポーツ医・科学測定室、強化練習会・合宿会場等 

【内 容】 フィジカルトレーニング、スポーツ栄養、メンタル、障害

予防、アンチ・ドーピング等の知見を有する専門家による講

義及び実技の研修会を実施 

【参加者等】 実施９回、306人（９月16日現在） 

 

 ３ 
いわて 

競技力向上事業 
（競技力向上支援事業） 

日々進化する競技用具
について、性能の差が競技
成績に与える影響が大き
い最新競技用具を整備す
ることで、本県競技力の向
上を図る。 

【期 日】 令和２年度～５年度 

【場 所】 県で購入して競技団体へ貸出 

 

【内 容】 令和２年度はセーリング・自転車・カヌーの３競技が使用

する競技用具の購入及び貸出 

【購入台数】 

セーリング セール(帆)４組 

自転車   トラック用バイク３台 

カヌー   
カヤック艇(１人乗)１台 

カナディアン艇(１人乗)１台 
 

【内 容】 令和３年度はセーリング・カヌー・ボート・ライフル射撃

の４競技が使用する競技用具の購入及び貸出 

【購入予定】 

セーリング 420級艇 

カヌー ワイルドウォーター カヤック艇 

ボート シングル艇、フォア艇 

ライフル射撃 エアピストル（整備済） 
 

 ４ 

パラアスリート 

拡張支援事業 
（パラスポーツギア 

購入・整備事業） 

個々の障害特性等に応
じた高性能なパラリンピ
ック競技用具等を購入・整
備し、障がい者スポーツ選
手の競技力向上と活動機
会の拡充を図る。 

【期 日】 通年 

【場 所】 県で購入して選手へ貸出 

【内 容】 高性能な競技用具の購入、 

選手へのフィッティング及び貸出 

【購入台数】 競技用車椅子（レーサー式）１台 

シットスキー、スキー板セット １式 

【使用実績】 北海道・東北パラ陸上選手権大会（11月21日、福島県） 

小野寺萌恵選手が競技用車椅子（レーサー式）を大会で使

用し、自己記録を１秒59短縮。日本パラ陸上の年代別強化

指定選手標準記録を上回る記録を樹立 

【期 日】 通年 

【場 所】 県で購入して選手へ貸出 

【内 容】 高性能な競技用具の購入、 

選手へのフィッティング及び貸出 

【購 入 予 定】 ボッチャ競技用ランプ（重度障がい者選手向け用具） 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

競技団体の組織強化 

 １ 

いわて 

競技力向上事業 
（スポーツ・ 

インテグリティ推進事業） 

岩手県体育協会と連携
し、アスリートや指導者に
対するハラスメント、暴力
等の防止に向けた研修の
実施や競技団体の取組を
支援するとともに、相談体
制の充実を図り、スポーツ
の誠実性・健全性・高潔性
を確保する。 

【期 日】 通年 

【対 象】 競技団体等（選手・指導者） 

【場 所】 県体育協会事務局、県内会場等 

【内 容】 ○ コンプライアンス研修会の実施 

○ 競技団体のインテグリティ推進の取組支援 

【実施状況】 ○ コンプライアンス研修会 

９月25日：いわて県民情報交流センター 

○ 競技団体等のインテグリティ推進の取組 

５団体実施 

【期 日】 通年 

【対 象】 競技団体等（選手・指導者） 

【場 所】 県体育協会事務局、県内会場等 

【内 容】 ○ コンプライアンス研修会の実施 

○ 競技団体のインテグリティ推進の取組支援 

【実施状況】○ コンプライアンス研修会 

○ 競技団体等のインテグリティ推進の取組 

３団体実施（９月16日現在） 
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４ 地域を活性化させるスポーツの推進  
⑴ 地域の活力につながるスポーツの推進 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

復興五輪ムーブメント推進事業 

 １ 
オリンピック 

聖火リレー 

県内各地での聖火リレ
ーを通じ、復興に取り組む
県民に勇気と希望を与え
るとともに、その姿と、復
興支援への感謝の気持ち
を国内外に発信する。 

○ 市町村、県警、消防等関係機関と連携し、より安全・確実な運営に

向けた準備を実施 

・延期後の日程での実施に向けたルート、セレモニー、ランナー等の

再調整 

・大会への県民参加機会の創出に向けたボランティアの募集 

【期 日】令和３年６月16日(水)～18日(金) 

【実施市町村】県内28市町村 
※ 盛岡市においては、新型コロナウイルス感染予防に万

全を期すため、公道での走行に代えセレブレーションで

のトーチキスを実施 

【走行距離計】62.35㌔ ※ 三鉄輸送12.70㌔含む 

【ランナー数】284名 

【沿道での観覧者数】 52,800人 

【県民参加者数】   10,421人 

【ボランティア参加者数】459人 

 

 

 ２ 

パラリンピック 

聖火 

フェスティバル 

東京2020パラリンピッ
クの機運を高めるととも
に、県内各地で行われる採
火・集火・出立のイベント
を通じた共生社会の促進
を図る。 

○ 市町村、県警、消防等関係機関と連携し、延期後の日程での、より

安全・確実な「採火、集火・出立イベント等の開催」に向けた準備を

実施 

 

① 採火式 

【期 日】令和３年８月12日（木）～16日（月） 

【実施市町村】全33市町村 

【内 容】生社会への想いが込められた火を独自の手法で採火 

② 集火・出立式 

【期 日】令和３年８月16日（月） 

【会 場】イオンモール盛岡 屋外駐車場 

【参加者数】149名（関係者） 

※ 新型コロナウイルス感染症の対策のため、無

観客で実施 

※ Youtubeライブによるオンライン配信 視聴者数424人 

【内 容】市町村で採火した火を、「東京2020パラリンピック聖火（岩

手）」として集火し、東京へ送り出すセレモニーを実施 

 

 

 ３ 

聖火巡回展示 

 
 笑顔で灯そう。 

 幸せの火。 

 希望の火。 

～東京2020オリンピック聖火展示～ 

復興五輪の象徴である
聖火を展示し、世界中から
頂いた支援への感謝と復
興への誓いを新たにする
契機とするとともに、聖火
を間近に見ることにより、
オリンピックレガシーを
担う地域の子ども達に「希
望」と「感動」を感じても
らい、未来につなげる 

【期日及び展示市町村】令和３年３月12日(金) 軽米町 

３月13日(土) 九戸村 

３月14日(日) 葛巻町 

３月15日(月) 西和賀町 

３月16日(火) 住田町 

【総観覧者数】2,220人 

【内 容】県内５町村で東京2020オリンピックの聖火を展示 

  

 ４ 
ホストタウン、 

事前キャンプ誘致 

東京2020オリ・パラ大会
終了後を見据えた人的・経
済的交流の進展に向け、市
町村によるホストタウン
登録、事前キャンプ誘致な
どの取組を促進する。 

【対 象】ホストタウン市町村及びホストタウン登録、 

事前キャンプ誘致を目指す市町村 

【ホストタウン登録自治体数】20市町村 

【事前キャンプ誘致自治体数(ホストタウン以外)】１市 

【事前キャンプ誘致自治体数(ホストタウン)】７市町 

【内 容】 

○ オリ・パラ大会延期に伴う新型コロナウイルスの影響の把握、情

報共有及び交流計画見直しの支援 

○ ホストタウン等が取り組む新型コロナ対策への支援（部局横断的

な推進体制の整備、選手受入れマニュアルの作成支援、ホストタウ

ン等の新型コロナ対策推進のための基金設置等） 

【対 象】ホストタウン市町村 

【ホストタウン登録自治体数】20市町村 

【事前キャンプ実施自治体数(ホストタウン以外)】１市 

【事前キャンプ実施自治体数(ホストタウン)】 

５市町（北上市、遠野市が事前キャンプを中止） 

【内 容】 

○ オリ・パラ大会における市町村交流の支援（新型コロナウイルス

感染症の影響を踏まえた交流計画の見直し及び実施への支援、大会

終了後を見据えた交流の継続に向けた支援） 

○ 選手受入れに係る新型コロナ対策への支援（市町村対策交付金の

交付、選手受入れマニュアル作成の支援、ＰＣＲ検査の実施、保健・

医療機関との連携体制の整備等） 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 ５ 
復興情報発信・ 

大会機運の醸成 

「復興五輪」を掲げる東
京2020大会に向けて、多く
の県民がオリンピック・パ
ラリンピックの価値を共
有し、参加意識が高まるよ
う機運醸成を図る。 

○ 大会リーフレット及びインターネットによる情報発信(８月～) 

○ 小学生及び特別支援学校生を対象とした復興五輪出前スクール 

(９月～、10校) 

○ 県内全市町村の庁舎・公共施設等での聖火リレートーチ巡回展示 

(９月～、28市町村) 

○ 県内６か所へのカウントダウンボード設置 

(県庁前[９月]、道の駅高田松原[12月]、広域圏各１箇所[１月]) 

○ いわてShare!スポミュージアム 

(10月～、県内４会場)及び市町村への貸出展示(10月～、13市町村） 

○ いわて2020応援サポーター募集 

県民の東京2020大会への参加機会を創出(１月～) 

○ 県内全市町村の庁舎・公共施設等での聖火リレートーチ巡回展示 

(４月～、５市町村) 

○ マイルストーンイベントの開催 

（５月/北上市、陸前高田市 ６月/一戸町、紫波町） 

○ 東京2020文化プログラム「モッコ」（５月、組織委主催） 

※ 同時開催「いわて三陸おもてなしマルシェ」 

○ 小学生向け小冊子の制作・配布 

（６月、約60,000部を県内全ての小学生へ配布） 

○ 小学生及び特別支援学校生を対象とした復興五輪出前スクール 

(７月～、２校) 

○ いわて2020応援サポーター募集 

県民の東京2020大会への参加機会を創出(716名登録) 

 

 

 

 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

ラグビー県いわて推進事業 

 １ 

いわて・かまいし 

ラグビーメモリアル 

イベントの開催 

メモリアルイベントの
開催により、ラグビーワー
ルドカップ2019日本大会
を通じて高まった本県へ
の興味・関心と県民のスポ
ーツの参画機運を持続・拡
大する。 

【期 日】令和２年10月９日(金)～10月10日(土) 

【場 所】釜石鵜住居復興スタジアム及び釜石市民ホールTETTO 

【内 容】 

ラグビーワールドカップ2019岩手・釜石開催のレガシーを生かした

「いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント」を開催 

○ 釜石シーウェイブス対クボタスピアーズ戦 

（釜石鵜住居復興スタジアム、入場者2,271人） 

○ いわて・かまいしラグビーファンゾーン 

（釜石市民ホールTETTO、来場者1,200人） 

 

【期 日】令和３年11月14日(日) 

【場 所】釜石鵜住居復興スタジアム 

【内 容】 

ラグビーワールドカップ2019岩手・釜石開催のレガシーを生かした

「いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント」を開催 

○ 釜石シーウェイブス対コベルコ神戸スティーラーズ 

○ いわて・かまいしラグビーファンゾーン 

 

 ２ 
ラグビー県いわて 

定着に向けた取組 

ラグビーワールドカッ
プ2019日本大会の開催を
契機とした、「ラグビー県
いわて」を本県のブランド
の一つとして定着させ、本
県への興味関心の高まり
と交流人口の増加を図る。 

【期 日】令和２年10月９日(金)～10月10日(土) 

【場 所】釜石市民ホールTETTO 

【参加者等】一般県民等 1,200人 

【内 容】  

「ラグビー県いわて」ＰＲブース装飾物を製作し、いわて・かまい

しラグビーメモリアルイベント当日に、いわて・かまいしファンゾー

ンにおいて展示 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、県内外の競技会場へのＰＲブース出展を見

合せ 
 

【期 日】令和３年５月15日(土)、11月14日(日) 

【場 所】高田松原津波復興祈念公園、釜石鵜住居復興スタジアム 

【参加者等】一般県民等 

【内 容】 

東京2020文化プログラム「モッコ」(5/15)フェスティバル会場及び

いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント(11/14)のいわて・か

まいしファンゾーンにおいて「ラグビー県いわて」ＰＲブース展示 

※ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大によ

り、県内外の競技会場へのＰＲブース出展は見

合せる方向で検討中 
 

 

 ３ 海外青少年交流事業 

 大会を契機に生まれた
海外との新たな絆を継
続・発展していくため、ニ
ュージーランドやRWC大会
出場国の青少年と県民の
国際交流を実施する。 

【期 日】令和２年９月 

【対 象】ニュージーランド・クライストチャーチ市内ラグビー高校生 

（クライストカレッジ、カシミア高校等 計13校） 

【内 容】 

○ 過去に来県したニュージーランド・クライストチャーチ市内の高

校生等へビデオメッセージを送付し、今後の継続的な国際交流を働

きかけ 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

地域活性化スポーツ推進事業 

 １ 
国内外への 

スポーツ情報の発信 

本県のスポーツ施設や
自然環境、観光情報を、
様々な媒体により発信し、
国内外からの交流人口の
拡大を図る。 

○ いわてスポーツコミッションＷｅｂサイト 

【期 日】 通年 

【対 象】 国内外問わず全ての人が対象 

【内 容】 スポーツ大会、合宿先、アウトドアイベント、 

大会開催地、補助金制度等の紹介 

【閲覧数】 67,409件（R2.４月～R3.３月） 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 国内外問わず全ての人が対象 

【内 容】 スポーツ大会、スポーツイベント情報の発信 

      スポーツ施設、宿泊施設情報の発信 

      文化スポーツ部SNSの有効活用 

 

 

 ２ 
スポーツ合宿等の 

誘致支援 

県内市町村と連携し、ス
ポーツ資源や合宿支援制
度の説明等を行なう相談
会を都内で開催し、県内へ
の大会・合宿の誘致を促進
する。 

【期 日】 第１回：令和２年11月・宮城県仙台市 

第２回：令和３年２月・首都圏、東北（リモート開催） 

【対 象】 県内市町村、大学・企業チーム、旅行代理店 

【内 容】 各市町村と首都圏の大学・企業チーム及び旅行代理店が、

合宿実施に向けた個別相談を実施 

      これまで来県したチームや相談会に参加したチームのフ

ォローアップを実施 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響で、首都圏

での開催が困難と判断し、第１回は仙台市、第

２回はリモートで開催 
 

【期 日】 第１回：令和３年11月以降・首都圏、東北（リモート開催） 

（予定） 

第２回：令和４年２月上旬・宮城県仙台市（予定） 

【対 象】 県内市町村、大学・企業チーム、旅行代理店 

【内 容】 各市町村と首都圏の大学・企業チーム及び旅行代理店が、

合宿実施に向けた個別相談を実施 

      これまで来県したチームや相談会に参加したチームのフ

ォローアップを実施 

※ 新型コロナウイルス感染症の影響で、首都圏

での開催が困難と判断し、第１回はリモート、

第２回は仙台市で行う予定 
 

 

 ３ 

スポーツ 

アクティビティの 

展開 

岩手の自然を生かした
スポーツアクティビティ
を通じた交流人口の拡大
による地域活性化を図る。 

【期 日】 ８月19日（水）～３月５日（金） 

【対 象】 先導モデル（４事業者）、新規選定事業者（５事業者） 

【場 所】 対象事業者の活動場所等 

【内 容】 観光関係団体とも連携し、「いわてのスポーツアクティビ

ティ」の商品化に向け、各地域のアクティビティ事業者の

レベルアップを図るとともに、先導モデルの更なる磨き上

げも図る。 

【期 日】 ８月６日（金）～３月４日（金） 

【対 象】 モデル事業者（４事業者）、地元宿泊事業者等 

【場 所】 対象事業者の活動場所等 

【内 容】 モデル事業者が地元宿泊事業者と連携した情報発信を促進

し、来訪客に向け、地域一体で継続的な誘客を図る。 

・ 地元宿泊宿泊事業者を対象とした現地体験会 

・ 地元関係者アクティビティ勉強会 

・ 情報発信コーディネート 

 

 

 ４ 

トップ・プロ 

スポーツチームと 

連携・協働した 

地域活性化 

県民の運動機会を創出す
るとともに、チームへの愛
着や地域とチームとの一
体感の醸成を図る。 

【期 日】 ７月～３月 

【対 象】 いわてグルージャ盛岡、岩手ビッグブルズ、 

     釜石シーウェイブスＲＦＣ 

【場 所】 県内各地 

【内 容】 ○ 冠ゲーム 

・ いわてグルージャ盛岡  

  令和２年11月３日（来場者数402人） 

・ 岩手ビッグブルズ     

令和３年１月30日（来場者数505人） 

・ 釜石シーウェイブスＲＦＣ  

令和２年９月５日（来場者数923人） 

○ スポーツ教室  97回、3,370人（３チーム計） 

○ 健康づくり教室 25回、 484人（３チーム計） 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 いわてグルージャ盛岡、岩手ビッグブルズ、 

     釜石シーウェイブスＲＦＣ 

【場 所】 県内各地 

【内 容】 ○ 冠ゲーム 

・ いわてグルージャ盛岡 

  日程調整中 

       ・ 岩手ビッグブルズ 

     令和３年11月６日予定 

・ 釜石シーウェイブスＲＦＣ 

 日程調整中 

○ スポーツ教室  72回（３チーム計）実施予定 

○ 健康づくり教室 24回（３チーム計）実施予定 

○ 観戦招待   1,800人（３チーム計）実施予定 
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 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

 １ 

スポーツ 

クライミング 

推進事業 

スポーツクラミング競
技をモデルケースに、さら
なる競技力向上と地域活
性化を推進するため、 県
営運動公園を日本におけ
るスポーツクライミング
の拠点として定着するこ
とを目指す。 

○ スポーツクライミング第３回コンバインドジャパンカップ2020 

【期 日】 令和２年５月16日（土）～17（日）   

【場 所】 県営運動公園スポーツクライミング競技場 

【内 容】 競技種目：コンバインド 

（リード、ボルダリング、スピード） 

※ アジア大会の代替大会として開催予定であ

ったコンバインドジャパンカップに関して、日

本山岳・スポーツクライミング協会は、開催地

を愛媛県西条市に変更し開催 

 

○ スポーツクライミング第33回リードジャパンカップ 

【期 日】 令和２年８月９日（日）～11日（火） 

【場 所】 岩手県営運動公園スポーツクライミング競技場 

【内 容】 リード 

※ 国の緊急事態宣言解除後、初めて開催されたスポーツ

クライミングの全国大会 

【参加人数】 男子：58名、女子：49名（無観客での実施） 

 

○ スポーツクライミング第４回コンバインドジャパンカップ盛岡 

スポーツクライミングJMSCAスピードジャパンオープン盛岡大会 

【期 日】 令和３年６月18日(土)・19日(日) 

【場 所】 県営運動公園スポーツクライミング競技場 

【内 容】 競技種目：コンバインド 

（リード、ボルダリング） 

【参加人数】 第４回ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞジャパンカップ 男子24名、女子24名 

ｽﾋﾟｰﾄﾞジャパンオープン    男子20名、女子20名 

【観 客】 18日無観客、19日有観客（50名前後） 

※ 選手、トレーナー、同行者およびすべての大

会関係者はPCR検査もしくは抗原検査を大会前

に受検し、その陰性結果の提示を入場条件とし

開催 
 

 

 ２ 

日本スポーツ 

マスターズ2022 

開催準備事業 

本県において、Ｒ４年９
月に開催される「日本スポ
ーツマスターズ2022」に向
け、大会を成功させるため
に万全の準備を進める必
要性があるため、そのため
の事業に取り組むもの。 

 １ 競技団体や市町村、医療、経済、観光、輸送、交通等の関係者と連

携し、準備・運営体制を整備（実行員会を設立、各種会議を開催） 

２ マイルストーンイベントやリーフレット、ホームページ、ＳＮＳ等

を活用し、県民の開催機運を醸成 

 
 

新規 

 ３ 

特別国民体育大会 

冬季大会 

スキー競技会 

開催準備事業 

本県において、Ｒ５年２
月に開催される「特別国民
体育大会冬季大会スキー
競技会」に向け、大会を成
功させるために万全の準
備を進める必要性がある
ため、そのための事業に取
り組むもの。 

 １ 開催市や競技団体、医療、経済、観光、輸送、交通等の関係者と連

携し、準備・運営体制を整備（実行員会を設立、各種会議を開催） 

２ 八幡平市矢神飛躍台、競技備品等の整備 

３ 大会愛称・スローガンの公募や、ホームページ、ＳＮＳ等を活用し、

県民の開催機運を醸成 

 
 

新規 

  

○ 日本スポーツマスターズ 2022岩手大会 

【中心会期】 令和４年９月 22日（木）～26日（月） 

【場 所】 ９市４町 27会場 

【内 容】 スポーツ愛好者の中で競技志向の高いシニア世代（原

則 35歳以上）を対象としたスポーツの祭典 

【実施競技】 13競技 （水泳、サッカー、テニス、バレーボール、

バスケットボール、自転車競技、ソフトテニス、軟式

野球、ソフトボール、バドミントン、空手道、ボウリ

ング、ゴルフ） 

【参加者数】 選手・監督等 約 8,000人 

○ 特別国民体育大会冬季大会スキー競技会（いわて八幡平白銀国体） 

【会 期】 令和５年２月 17日（金）～20日（月） 

【場 所】 八幡平市（安比高原スキー場、田山クロスカントリーコース、矢神飛躍台） 

【内 容】 都道府県対抗のわが国最大の国民スポーツの祭典 

スキー競技会は、平成 28年以来、７年ぶり 

【実施種目】 ｼﾞｬｲｱﾝﾄｽﾗﾛｰﾑ､ｽﾍﾟｼｬﾙｼﾞｬﾝﾌﾟ､ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ､ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞ 

【参加者数】 選手・監督等 約 1,800人 
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⑵ 経済の活性化につながるスポーツの推進 
 № 事業名 目的（趣旨） 令和２年度の事業実績 令和３年度の取組 備考 

地域活性化スポーツ推進事業 

 １ 

スポーツ資源や 

受入態勢の 

情報発信 

本県のスポーツ施設、自
然環境や受入態勢の情報
発信を通じ、大規模スポー
ツイベント等の誘致によ
る地域経済の活性化を図
る。 

○ いわてスポーツコミッションＷｅｂサイト 

【期 日】 通年 

【対 象】 国内外問わず全ての人が対象 

【内 容】 スポーツ大会、合宿先、アウトドアイベント、 

大会開催地、補助金制度等の紹介 

【閲覧数】 67,409件（R2.４月～R3.３月） 

 

○ いわてスポーツキャンプガイドブックの配布 

【期 日】 合宿相談会開催時等 

【対 象】 各スポーツチーム、旅行代理店等 

【内 容】 アクセス図、エリア図、 市町村競技一覧、 

宿泊施設数一覧等 

【配 布】 合宿相談会開催時に関係団体、誘致を目指すチーム等に配

布又は電子版を送付 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 国内外問わず全ての人が対象 

【内 容】 ○ いわてスポーツコミッションＷｅｂサイト 

スポーツ大会、スポーツイベント情報の照会、発信 

スポーツ施設、宿泊施設情報の更新 

文化スポーツ部SNSの有効活用 

○ いわてスポーツキャンプガイドブックの更新・配布 

現行版の更新を行い、合宿誘致に向け、合宿相談会開

催時に関係団体、誘致を目指すチーム等に配布 

 

 ２ 

トップ・プロ 

スポーツチームと 

連携・協働した 

地域活性化 

トップ・プロスポーツチ
ームの公式戦等の機会を
活用し、観光情報の発信や
県産品ＰＲにより販路拡
大を図る。 

【期 日】 ７月～３月 

【対 象】 いわてグルージャ盛岡、岩手ビッグブルズ、 

      釜石シーウェイブスＲＦＣ  

【場 所】 県内、県外各地 

【内 容】 ○ いわての魅力発信（３チーム計） 

・ 県PRパンフレットの配布 

47試合で配布 

・ ILC情報発信 

ILC勉強会 10回、61人 

イベント時ILCブースの設置 30回 

SNS等を活用した情報発信 33回 

・ いわてのスポーツアクティビティ情報発信 ８回 

 

【期 日】 通年 

【対 象】 いわてグルージャ盛岡、岩手ビッグブルズ、 

      釜石シーウェイブスＲＦＣ  

【場 所】 県内、県外各地 

【内 容】 ○ いわての魅力発信（３チーム計） 

・ 県PRパンフレットの配布 

39試合で配布予定 

・ いわてまるごと売込み隊との連携による県事業PR 

３回実施予定 

・ いわてのスポーツアクティビティ情報発信 

９回実施予定 

 

 


